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研究成果の概要（和文）：本研究では、現代先進諸国における移住者と先住民族に対する社会政策の双方を包含する「
エスニック・マイノリティ向け社会政策」分析の理論的枠組みの構築を行った。そのためにオーストラリアと日本で現
地調査を行い、それぞれの国における移民・難民／庇護希望者・先住民族政策の現状に関する実証的データを入手して
検討した。その結果、さらなる国際比較のための示唆を得ることができた。その成果は国内外の学会やシンポジウム、
学術論文等によって日本語および英語によって公表された。また成果の集大成としての単著の執筆を進めることができ
た。

研究成果の概要（英文）：In this study I tried to construct the theoretical framework for the comparative 
analysis on social policies for ethnic minorities, including both immigrants and indigenous peoples.I 
carried out field works in Australia and Japan and collected the data on policies for immigrants, asylum 
seekers and indigenous peoples. From the research I could get useful theoretical suggestions on further 
international comparative studies. I published and presented the results of the study as journal articles 
and conference presentations both in Japanese and English, and I will publish a monograph in the near 
future.

研究分野： 社会学
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１．研究開始当初の背景 
 
従来、オーストラリアにおいても日本にお

いても、移住者（移民・難民・定住外国人）
のための社会政策と先住民族のための社会
政策は別個に研究され、両者を統合する理論
モデルの構築は積極的に行われてこなかっ
た。 
研究代表者（塩原）は博士論文研究以来、

オーストラリアの公定多文化主義に関する
理論的・実証的研究を続けてきた。いっぽう、
オーストラリア連邦政府は多文化主義政策
の開始とほぼ同じ時期に、先住民族の「自己
決定」を基本理念としつつ、彼・彼女たちの
貧困や差別的状況を是正するための社会政
策を開始した。しかし、移住者に対する多文
化主義と先住民族に対する政策を結びつけ
てオーストラリアにおける「エスニック・マ
イノリティ向け社会政策」の全体像を明らか
にしようとする先行研究は、その必要性は指
摘されつつもほとんど存在しなかった。また
日豪のエスニック・マイノリティ政策の比較
の視点も不十分であった。 
 
２．研究の目的 

 
本研究では、現代先進諸国における移住者

と先住民族に対する社会政策の双方を包含
する「エスニック・マイノリティ向け社会政
策」分析の理論的枠組みの構築を試みた。そ
のためにオーストラリアと日本で現地調査
を行い、それぞれの国における「多文化主義
（多文化共生）」政策と先住民族政策の現状
に関する実証的データを入手した。そして日
豪比較を行いながら調査データを一般化し、
理論モデルの構築を行った。さらに、こうし
た成果を調査期間終了後に単著として刊行
することを目指した。 
 
３．研究の方法 
 
本研究では、先行研究・文書資料の収集と

分析によって理論的仮説を設定したうえで
オーストラリアおよび日本における現地調
査を行い、そこから得られたデータを比較検
討しながら理論的に一般化した。 
 
平成 25 年度には、以下のような研究を行

った。まず 2013 年 7 月から 8 月にかけてと
2014年3月にオーストラリアにおける現地調
査を実施した。現地調査では、国公立図書館
での文書資料収集、現地研究者との研究交流
や大学で開催されたセミナーへの出席、移民
支援団体職員や現地住民への聞き取り調査
を実施した。オーストラリアでの政治情勢の
変化を受けて、当初の計画を若干変更して時
宜に適ったデータ収集を行った。これらの調
査と並行して、日本社会における外国人住
民・先住民族に関する調査を行った。とくに
琉球・沖縄における先住民族運動・自己決定

権の主張の動向に焦点を当ててデータを収
集した。 
 
平成 26 年度には、以下のような研究を行

った。平成 27 年 1 月から 2 月にかけてオー
ストラリアにおける現地調査を実施した。現
地調査では、国公立図書館での文書資料収集、
現地研究者との研究交流、移民コミュニティ
リーダーへの聞き取りなどを実施した。日本
国内においては、川崎市および静岡県浜松市
における外国人住民支援事業関係者からの
レクチャー・ヒアリングによって情報を収集
した。また移民・トランスナショナリズム研
究に詳しい研究者を招聘して研究会を複数
回開催することで、研究者間のネットワーキ
ングを進めた。 
 
平成 27 年度は、オーストラリアにおいて 2

回の補足調査を行うとともに、国内において
も首都圏近郊の外国人住民に対する聞き取
り調査を実施した。また沖縄で開催されたア
ジア先住民族連合の会議に参加し、ヒアリン
グや視察を行った。こうした調査と並行して、
これまでの調査によって得られたデータの
整理や検討を進めた。そして研究成果の集大
成となる単著の執筆を進めた。 
 

４．研究成果 
 本研究の最大の成果は、先進諸国のエスニ
ック・マイノリティ政策が新自由主義／グロ
ーバリズムの影響をうけることで、空間性が
効率化の推進のための手段として動員され
る「空間／場所のツール化」が進行すること
を実証的に検証したことにある。本研究から
は、この「空間／場所のツール化」には以下
の3つのバリエーションがあることが示され
た。第一に、福祉国家体制のなかで制度化さ
れたコミュニティを活用することで、人々を
新自由主義的規範のもとに規律化していく
「コミュニティを通じた統治」である。第二
に、エスニック・マイノリティに対する公的
サービスの負担を削減するための「コミュニ
ティへのアウトソーシング／放置」である。
そして第三に、エスニック・マイノリティの
居住・就労の地理的分布を、労働市場の状況
や行政サービスの効率性の観点から最適配
置しようとする「地理的最適化」である。 
 また本研究からは、こうしたエスニック・
マイノリティ政策における「空間／場所のツ
ール化」の進行が、国民国家のシティズンシ
ップのあり方自体を大きく変容させる可能
性が示唆された。すなわち、ナショナルな領
域的シティズンシップが分断され、「段階づ
けられた」シティズンシップと呼ばれる状況
が顕在化するのである。こうした状況が実際
にどの程度出現しつつあるのかを実証的調
査によって確認することが、今後の課題とし
て残された。 
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